
平 成 １ ６ 年 ７ 月
食 品 安 全 委 員 会

米国のＢＳＥに対する食品安全委員会の対応

年 月 日(水）2003 12 24
・米国農務省が米国ワシントン州においてＢＳＥに感染した疑いのある
牛１頭が確認された旨発表
・厚生労働省は当面の措置として安全が確認されるまでの間、米国産牛
肉の輸入を停止し、我が国の輸入状況の調査を指示
・農林水産省は動物検疫上の措置として米国産牛肉等の輸入を一時停止

月 日(木)12 25
・第２５回食品安全委員会において厚生労働省及び農林水産省から報告

月 日(金)12 26
・英国獣医学研究所において陽性との確定診断。
・厚生労働省及び農林水産省は、正式に米国産牛肉等の輸入禁止を決定

12月29日(月)
米国のＢＳＥに関する第１回日米会合を開催（農林水産省、厚生労働・
省、食品安全委員会及び外務省）

年 月 日（水）2004 1 7
・米国農務省が同国で初めて確認されたＢＳＥ感染牛をＤＮＡ鑑定した
結果、カナダで出生したものと断定した旨発表

1月8日(木)
政府合同の調査チームを派遣 (１８日帰国)・
・第２６回食品安全委員会において、１２月２９日に行われた日米会合
についての報告

月 日(火)1 20
・第２８回食品安全委員会（臨時）で、米国でのＢＳＥ発生に伴う海外
調査についての報告を受ける

1月23日（金）
米国のＢＳＥに関する第２回日米会合を開催（農林水産省、厚生労働・
省、食品安全委員会及び外務省）

月 日(木)1 29
・第３０回食品安全委員会において、ＢＳＥに関する日米会合について
の報告を受ける

2月3日（火）
第４回プリオン専門調査会において、米国でのＢＳＥ発生に伴う海外・
調査及び日米会合の状況について報告

月 日（水）2 4
・国際調査団が米国政府に報告書を提出



月 日（水）2 11
・米国ゼーリック通商代表が来日し、亀井農林水産大臣等と会談を行う
（農林水産省等が対応）

2月20日（金）
第５回プリオン専門調査会を開催。国際調査団の団長を務めたキム博・
士を招き、米国におけるＢＳＥに関する措置について議論

月 日（ ）2 21 土
・国際シンポジウム「動物プリオン病の診断と疫学～ＢＳＥへの新たな
対策に向けて」の開催（内閣府食品安全委員会他後援）

3月3日（水）
第６回プリオン専門調査会を開催。英国海綿状脳症諮問機関のスミス・
委員長を招き、英国におけるＢＳＥ及びｖＣＪＤの状況について議論

月 日（月）3 15
・米国農務省が のサーベイランスのプログラム拡大を発表BSE

3月26日（金）
第７回プリオン専門調査会を開催。米国で発生したＢＳＥに関する情・
報収集の状況について報告

月 日（火）3 30
・農林水産省は、米国産牛肉の輸入禁止問題の解決への国際獣疫事務局
（ＯＩＥ）による裁定を促すヴェネマン米国農務長官からの書簡（29
日付け）

月 日（木）4 1
・第３９回食品安全委員会において、ＢＳＥに関する米国の対応（22日
付け書簡）について農林水産省から報告

月 日（金）4 2
・農林水産省は、ヴェネマン米国農務長官からの書簡（3月29日付け）
に対する返書を送付

4月15日（木）
第４１回食品安全委員会（ＢＳＥについてプリオン専門調査会におい・
て議論）

月 日（火）4 20
・食品に関するリスクコミュニケーションーＢＳＥに関する講演会ー
において、国際調査団の団長を務めたキム博士及びプリオン専門調査
会金子委員との意見交換

4月22日（木）
第８回プリオン専門調査会において、ＢＳＥについて議論・

4月24日（土）
米国のＢＳＥに関する第３回日米会合を開催（農林水産省、厚生労働・
省、食品安全委員会及び外務省）



5月14日（金）
第９回プリオン専門調査会において我が国のＢＳＥ問題全体について・
議論

5月18日（土 ・19日（日））
日米ＢＳＥ協議に係る第１回専門家及び実務担当者会合を開催・

6月1日（火）
第１０回プリオン専門調査会において我が国におけるｖＣＪＤのリス・
ク及びＢＳＥ対策について議論

6月18日（金）
第１１回プリオン専門調査会において厚生労働省及び農林水産省が行・
っているＢＳＥ対策について議論

6月28日（月）～３０日（水）
日米ＢＳＥ協議に係る第２回専門家及び実務担当者会合を開催・








